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人と自然が結ぶ未来
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羽
はぼろちょう
幌町

羽幌町
天売島 焼尻島

キツネのアクビ いつも写真を撮っている川に行きました。
友達に「後ろにキツネがいるよ !」と声をかけられ探したら背
後にキツネ ...（驚）。慌ててカメラを構えて沢山撮りましたが、
逃げることなくなかなかいいポーズをしてくれました。
写真投稿：北海道海鳥センタージュニアレンジャー　野

のみやれい な
宮玲那

（2009年撮影当時小5）

　
海
鳥
の
楽
園
、
天て

う
り
と
う

売
島
。

　
サ
フ
ォ
ー
ク
の
里
、
焼や
ぎ
し
り
と
う

尻
島
。

　
色
と
り
ど
り
の
薔
薇
が
咲
き
誇
る

バ
ラ
園
を
優
し
い
香
り
に
身
を
委
ね

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
こ
う
。

　
羽
幌
町
は
花
と
海
、
鳥
を
愛
で
る

と
こ
ろ
。

羽
幌
町

【羽幌町】

　
甘
エ
ビ
の
漁
獲
量
日
本
一
を
誇
る

羽
幌
町
で
は
、
６
月
28
日
・
29
日
の

両
日
に
「
は
ぼ
ろ
甘
エ
ビ
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
る
。
新
鮮
な
甘
エ
ビ
が

浜
値
で
買
え
る
魅
力
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
町
内
の
飲
食
店
で
は
、
生
の

甘
エ
ビ
の
華
や
か
な
ピ
ン
ク
色
と
濃

厚
な
甘
み
を
存
分
に
堪
能
で
き
る
丼

や
押
し
寿
司
か
ら
、
エ
ビ
粉
や
エ
ビ

油
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
ラ
ー
メ
ン
、

具
に
た
っ
ぷ
り
エ
ビ
を
詰
め
込
ん
だ

餃
子
ま
で
、
食
べ
方
が
楽
し
め
る
。

　
「
地
元
な
ら
で
は
の
活
き
の
良
さ
を

是
非
味
わ
っ
て
み
て
欲
し
い
。」　
と

い
う
願
い
と
自
信
に
満
ち
た
作
り
手

の
姿
に
思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

郷土食
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甘
エ
ビ

羽幌えびしおラーメン

甘えびの押し寿司

羽幌えびタコ焼き餃子

表紙・写真／自然写真家　寺沢孝毅（羽幌町天売島在住）　  題字・書／田中欽也さん（留萌市）

羽幌町は留萌管内のほぼ中央
に位置し、天塩山系ピッシリ
山を背に、日本海に面してい
る。日本一の漁獲量を誇る甘
エビのほか、アスパラなどの
農産物にも恵まれている。

人口：7,717人（2014年1月末現在）
町の花：つつじ
町の木：オンコ（イチイ）

甘
エ
ビ
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雪
が
解
け
、
北
国
に
春
が
来
る
。

人
も
自
然
も
い
き
い
き
と
輝
く
春
だ
。

　
留
萌
管
内
中
部
に
位
置
す
る
羽
幌
町

の
沖
合
に
は
、
夫
婦
島
と
呼
ば
れ
る
天

売
島
、
焼
尻
島
が
浮
か
ぶ
。
５
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
こ
の
島
の
多
様
な
自
然
を
求
め
て

多
く
の
旅
人
が
や
っ
て
く
る
。

　
島
、
そ
し
て
、
マ
チ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
「
は
ぼ
ろ
流
の

暮
ら
し
方
」
が
あ
り
、自
然
と
の
調
和
、

共
鳴
に
未
来
が
見
え
る
。

人
と
自
然
が
結
ぶ
未
来

島し
ま
り
ゅ
う
流
を
楽
し
も
う

　
国
内
唯
一
の
オ
ロ
ロ
ン
鳥
（
ウ
ミ
ガ

ラ
ス
）
の
繁
殖
地
、
天
売
島
。

　
こ
の
島
に
暮
す
若
者
達
が
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
語
り
合
い
、
未
来
に
つ
な
が

る
島
の
姿
を
模
索
す
る
活
動
が
注
目
を

浴
び
て
い
る
。

　
「
お
ら
が
島
活
性
化
会
議
」
は
代
表

の
齊
藤
暢み
つ
るさ
ん
を
中
心
に
30
代
か
ら
50

代
の
漁
師
、
漁
協
職
員
、
自
営
業
な
ど

の
８
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

は
、島
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
り
、

地
元
で
と
れ
る
ア
ワ
ビ
入
り
の
「
天
売

あ
わ
び
カ
レ
ー
」
を
開
発
し
、
イ
ベ
ン

ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
販
売
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し
、
島
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
「
こ
の
島
に
人
が
住
み
続
け
る
た
め

に
今
、
出
来
る
こ
と
を
」
と
語
る
齊
藤

さ
ん
。
島
の
高
校
「
町
立
天
売
高
校
」

の
存
続
に
向
け
て
も
奔
走
し
、
島
外
か

ら
学
生
を
募
集
す
る
島
留
学
で
知
ら
れ

る
島
根
県
海あ

ま士
町
を
視
察
し
、
仲
間
と

も
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

　
四
季
折
々
、
海
の
幸
に
恵
ま
れ
る
天

売
島
。
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
豊
か
な
自
然
か
ら
の
恵
み
が

結
ぶ
。

　
「
島
の
外
食
と
い
え
ば
、
知
り
合
い

の
家
で
の
食
事
の
こ
と
。
旬
の
食
材
が

上
る
食
卓
を
一
緒
に
囲
む
。
こ
れ
が
島

流
で
す
」
と
齊
藤
さ
ん
。

　
今
、
島
で
で
き
る
こ
と
、
自
分
達
が

何
気
な
く
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
を
島
を

訪
れ
た
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

齊
藤
さ
ん
の
夢
は
広
が
る
。

は
ぼ
ろ
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

　
羽
幌
町
に
は
町
民
自
ら
行
動
す
る
環

境
活
動「
は
ぼ
ろ
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
計
画
」

が
あ
る
。
計
画
を
普
及
啓
発
す
る
町
民

組
織
の
羽
幌
環
境
会
議
で
は
、
町
の
中

心
部
を
流
れ
る
福
寿
川
の
水
質
改
善
に

取
り
組
ん
だ
り
、
島
と
町
を
繋
ぐ
海
の

水
質
保
全
の
た
め
廃
油
か
ら
プ
リ
ン
石

鹸
を
作
り
、
普
及
に
務
め
て
い
る
。

　
「
高
校
生
に
水
を
守
る
こ
と
の
大
切

い
勝
手
が
良
く
、
環
境
に
優
し
い
と
認

知
さ
れ
、
多
く
の
町
民
か
ら
支
持
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
の
活
動
は
夏
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動

や
冬
の
街
灯
り
運
動
に
と
広
が
っ
た
。

「
夜
道
を
歩
く
人
に
ほ
ん
の
少
し
玄
関

の
灯
り
を
分
け
ま
せ
ん
か
、
道
路
に
面

し
た
リ
ビ
ン
グ
の
カ
ー
テ
ン
を
あ
け

て
、
外
を
そ
っ
と
照
ら
し
て
あ
げ
ま
せ

ん
か
」
と
事
務
局
長
の
濱
野
孝
さ
ん
ら

は
住
民
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
は
ぼ
ろ
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
。

　
自
然
環
境
保
護
が
ま
ち
づ
く
り
に
広

が
り
、
冬
場
に
夜
道
を
照
ら
す
暖
か
な

灯
り
が
、
人
々
の
心
を
温
め
る
よ
う
に

照
ら
す
。

ゆ
っ
た
り
、
島
の
時
間

　
サ
フ
ォ
ー
ク
が
草
を
喰
む
牧
歌
的
風

景
が
広
が
る
焼
尻
島
。

　
互
い
に
世
話
を
焼
き
合
う
島
の
暮
ら

し
に
流
れ
る
時
間
は
ゆ
る
や
か
だ
。

　
島
に
は
高
齢
者
も
多
く
、
毎
日
浜
を

眺
め
、
近
所
を
散
歩
し
顔
見
知
り
と
気

さ
く
に
会
話
を
交
わ
す
健
康
的
な
暮
ら

し
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

　
か
つ
て
、
離
島
ブ
ー
ム
で
団
体
客
が

押
し
寄
せ
た
焼
尻
島
に
は
現
在
、
個
々

の
価
値
観
で
旅
を
楽
し
む
個
人
や
家
族

単
位
の
客
が
多
く
訪
れ
る
が
、
島
の
旅

館
は
昔
な
が
ら
の
大
広
間
を
完
備
し
た

設
備
が
多
く
、
残
念
な
が
ら
今
の
旅
人

さ
を
伝
え
る
た
め
、
出
前
授
業
を
行
っ

た
り
、
幼
稚
園
児
に
も
ゲ
ー
ム
感
覚
で

楽
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
を
教
え
て
い
ま
す

よ
」
と
五
十
嵐
芳
信
会
長
。

　
プ
リ
ン
石
鹸
は
合
成
洗
剤
よ
り
も
使

　　　



　
島
な
ら
で
は
の
過
ご
し
方
は
、
人
工

的
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
も
劣
ら
な
い
。

　
島
の
環
境
と
島
な
ら
で
は
の
暮
ら
し

を
守
る
人
、
多
様
な
生
命
が
結
び
つ
く

環
境
を
次
世
代
へ
と
繋
げ
よ
う
と
す
る

人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
知
れ
ば
、
海

や
草
木
の
色
に
も
ま
た
、
新
た
な
発
見

が
あ
る
だ
ろ
う
。

+

の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。「
若
者
の
視
線
で
、
島
で
の

滞
在
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
い
ね
」
と
旅

館
磯
乃
家
を
経
営
す
る
磯
野
直す
な
おさ
ん
。

旅
館
同
士
が
部
屋
数
や
風
呂
な
ど
の
施

設
の
機
能
を
う
ま
く
補
完
し
あ
い
な
が

ら
旅
人
を
受
け
入
れ
た
り
、
漁
師
が
民

宿
を
開
く
の
も
良
い
と
も
考
え
て
い

る
。
主
人
が
魚
を
と
り
、
新
鮮
な
魚
を

奥
さ
ん
の
手
料
理
で
も
て
な
す
。

,

コラム
　
野
山
が
積
雪
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
大
地
が
長
い
眠
り
か

ら
目
覚
め
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
冬
を
南
の
海
で

過
ご
し
た
海
鳥
た
ち
は
、
こ
の
時
期
、
子
育
て
の
た
め
に
繁

殖
地
を
目
指
し
て
北
上
し
ま
す
。
春
の「
足
音
」な
ら
ぬ「
羽

音
」
で
、
私
は
に
ぎ
や
か
な
季
節
の
到
来
を
知
る
の
で
す
。

　
そ
の
海
鳥
た
ち
が
目
指
す
繁
殖
地
が
、
天
売
島
に
あ
り
ま

す
。
周
囲
12
キ
ロ
ほ
ど
の
小
さ
な
島
で
す
が
、
西
側
の
海
岸

は
切
り
立
っ
た
崖
が
続
き
、
こ
こ
に
百
万
羽
近
い
海
鳥
た
ち

が
集
ま
り
ま
す
。
中
で
も
、
最
も
多
い
の
が
ウ
ト
ウ
で
す
。

天
売
島
が
ウ
ト
ウ
の
世
界
最
大
の
繁
殖
地
で
、
約
40
万
つ
が

い
、
80
万
羽
が
崖
上
や
斜
面
の
土
に
ト
ン
ネ
ル
状
の
巣
穴
を

掘
り
、
子
を
育
て
ま
す
。
40
万
つ
が
い
分
の
巣
穴
が
密
集
し

て
開
い
て
い
る
の
で
、
地
面
は
蜂
の
巣
の
よ
う
に
穴
だ
ら
け

で
す
。

　
天
売
島
に
渡
っ
て
き
た
ウ
ト
ウ
た
ち
は
、
雪
解
け
で
崩
れ

た
巣
穴
を
修
理
し
、
卵
を
産
み
、
温
め
ま
す
。
卵
が
か
え
る

６
月
頃
か
ら
が
、
ウ
ト
ウ
観
察
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

日
中
は
洋
上
に
広
く
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
が
、
日
没
後
に
ヒ

ナ
の
待
つ
巣
穴
を
め
が
け
、
く
ち
ば
し
に
魚
を
く
わ
え
て
一

斉
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
数
十
万
羽
の
ウ
ト
ウ
が
、
黄
昏
の
空

を
飛
び
交
う
光
景
は
、
言
葉
で
は
表
現
で
き
ま
せ
ん
。

　
７
月
末
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ヒ
ナ
が
巣
立
ち
、
親
鳥
も
島

を
後
に
し
ま
す
。
他
の
海
鳥
た
ち
も
８
月
中
に
子
育
て
を
終

え
、
羽
音
と
と
も
に
や
っ
て
来
た
に
ぎ
や
か
な
季
節
は
、
羽

音
と
も
に
去
っ
て
い
く
の
で
す
。

北海道海鳥センター
石郷岡  卓哉

ウトウ

羽幌町港町1（フェリーターミナル内）
電話 0164-62-3993

羽幌町観光案内所（4月26日～8月31日）

羽幌町天売弁天6
電話 01648-3-5401

天売島観光案内所（4月26日～8月31日）

羽幌町焼尻東浜
電話 01648-2-3993

焼尻島観光案内所（4月26日～8月31日）

【羽幌町の観光情報はこちらへ】

春
の
羽
音

北海道海鳥センター
羽幌町北6条1丁目
電話 0164-69-2080
HP http://www.seabird-center.jp/



羽幌町の観光パンフレットが新しくなりました！
町内の観光施設な
どにありますので、
手に取ってみて。
観光ポータルサイト
もある！
www.haboro.tv/

手
書
き
ま
っ
ぷ
で
小
旅
行
【
羽
幌
町
編
】

　
留
萌
管
内
８
市
町
村
に
は
、
天
売
島
・
焼
尻
島
を
含
め
、
９
枚
の
「
手
書
き
ま
っ
ぷ
」
が
あ
り
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
、
食
べ
ど
こ
ろ
、
遊
び
ど
こ
ろ
、
癒
し
ど
こ
ろ
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
な
ど
細
か
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
手
書
き
ま
っ
ぷ
」
を
片
手
に
、
管
内
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
羽
幌
町
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。

　
国
道
２
３
２
号
線
沿
い
に
町
に
入
り
商
店
街

を
程
な
く
行
く
と
お
菓
子
屋
さ
ん
が
あ
る
。

２
種
類
の
豆
を
合
わ
せ
た
元
祖
「
金
時
羊
羹
」

を
扱
う
「
梅
月
」
に
は
、
柔
ら
か
な
「
赤
岩
餅
」

や
４
種
類
の
あ
ん
が
一
つ
に
な
っ
た
大
き
な
最

中
も
あ
る
。

　
そ
こ
か
ら
信
号
を
ひ
と
つ
分
進
む
と
、
道
の

反
対
側
に
「
秋
山
菓
子
店
」
が
あ
る
。
天
売
島

と
焼
尻
島
の
両
島
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
命
名
さ
れ

た「
両
天
焼
」は
、ア
ー
モ
ン
ド
と
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ

コ
が
た
っ
ぷ
り
の
焼
き
菓
子
だ
。

　
町
の
入
口
で
は
大
き
な
オ

ロ
ロ
ン
鳥
が
「
よ
う
こ
そ
」

と
今
に
も
言
わ
ん
ば
か
り
の

迫
力
で
迎
え
て
く
れ
る
。

町
の
中
に
も
オ
ロ
ロ
ン
鳥
が

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
や
街
路

灯
、
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
に
描

か
れ
て
い
て
賑
や
か
だ
。

留萌管内手書きまっぷ オロロンまっぷ
http://rumoiclub.net/map/

　
国
道
か
ら
１
本
横
道
に
入
る
と
、
新
た
に

２
軒
見
つ
か
る
。「
た
い
こ
焼
」
の
み
を
売

る
「
久
保
田
お
や
き
店
」。
小
振
り
な
丸
さ

と
手
頃
な
値
段
で
、
予
約
な
し
で
は
買
え
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
訪
ね
る
前
に
確
認
し
て

お
き
た
い
。

　
沿
岸
バ
ス
本
社
タ
ー
ミ
ナ
ル
隣
の
「
さ
さ

や
銘
菓
」
に
は
、名
前
も
可
愛
い
洋
菓
子
「
お

ろ
ろ
ん
の
卵
」
が
あ
る
。
ど
の
お
菓
子
も
、

食
べ
た
途
端
に
つ
い
お
土
産
に
し
た
く
な
る

味
だ
。

　
町
内
に
は
外
壁
に
独
特
の
色

や
模
様
で
彩
ら
れ
た
商
店
が
あ

る
。
目
線
を
い
つ
も
よ
り
高
く

し
て
店
に
入
る
前
に
眺
め
る
の

も
面
白
い
。

　
観
光
客
も
目
を
止
め
る
太
田

理
容
院
、
ひ
の
き
や
鮮
魚
店
、

ま
つ
ば
時
計
店
な
ど
、
個
性
的

な
お
店
が
立
ち
並
ぶ
。
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「料理旅亭 冨士屋」

四季折々の地元産食材を使った美味しい料理でもてなす料理旅亭冨士屋。
夫婦二人で営む宿で、心落ち着くひととき、これこそが心の贅沢。

泊まる

　 苫前郡羽幌町南3条2丁目
　 0164-62-2078
　 宿泊料金、お問い合わせ、
　 ご予約は、ウェブサイトから
　 http://www.fujiyaryokan.co.jp

料理旅亭  冨士屋

　料理旅亭冨士屋は、昭和元年の開業。
かつてニシン漁で賑わっていた頃や羽幌
炭砿が繁栄を極めていた頃から３代続く
老舗旅館だ。かつては今より人口も多く
鉄道も通っており、商いで町を訪れる人
々の宿であった。
　現在、３代目として跡を継ぐのは、岡
戸康平さん千佳子さん夫妻。二人で宿を
切り盛りして３０年近くが経つ。現在の
料理旅亭にリニューアルしたのは、平成
１５年。甘エビ漁獲量日本一の羽幌町が
誇る旬の海の幸、新鮮な野菜をふんだん
に使った料理で旅人の心も満たす。「ゆっ
くりとした旅を好む方が多く、田舎に里
帰りするような気分で戻ってきてくれる
方もいらっしゃいます」と女将の千佳子
さん。
　新鮮な前浜の魚介類や旬の食材を用い
た料理の数々は料理旅亭ならでは。朝食
も特産の長イモのとろろ、炊きたての羽
幌産米おぼろづきなど優しい美味しさだ。

るもい 食楽歩
セレク ション「水産加工品販売店」買う

珍味の店 百留屋
ひゃくとめや

　 苫前郡羽幌町南大通１丁目
　 0164-62-4485
　 9：00～18：00
　 定休日：5月～8月 火曜日／9月～4月 不定休

昔ながらに煙でいぶされたほっけの燻製は、
程よい油加減と甘さに手が止まらなくなる
お薦めの一品。カンカイやトバも是非チェ
ックしておきたい。ご主人の笑顔も素敵で、
何故か希少なバイクも拝める珍味屋さん。ホ

ッ
ケ
の
薫
製
は

ひ
と
味
違
う
！

北るもい漁業協同組合直売店  産直工房きたる
「来（きた）る者拒まず」が店名の由来。
数ある商品の中でも地元の萌えキャラが
パッケージのえびみそラーメンが大人気。
ここに来れば、それまで見たことも聞いた
こともない新しいエビの食べ方に出会える。
　 苫前郡羽幌町港町1丁目36番地
　 0164-68-7700
　 9：00～16：00
　 定休日：4月～8月･12月 無休
　 　　　　9月～11月 木曜日／1月～3月 休業
　 http://www.kitaru.org/shop/

漁
協
の
直
売
店
だ
か
ら

新
鮮
さ
！

　 http://isabaya.sakura.ne.jp/
　 道の駅 ほっと♡はぼろでお買い求めい
　 ただけます

店名の語源は磯場屋（いそばや）・五十集
屋（いさばや）・漁場（いさば）の諸説がある。
店舗の無い架空の食堂では甘えびの沖漬や
釜揚げ、洋風いかめしやオロロン漬に糠ニ
シンマリネなど、うまいもんがてんこ盛り。

イサバヤ食堂

自
慢
の
加
工
品

食
べ
て
み
て
！

重原商店
　 羽幌町南1条3丁目　　0164-62-2138

まるや渋谷水産直売所
　 羽幌町栄町89　　　　0164-62-5671

ストアーヨーク ヨークタウン店
　 羽幌町南3条2丁目ハートタウン内　　0164-62-2160

山田水産直売所
　 羽幌町北4条1丁目　　0164-62-4815

久一販売部
　 羽幌町南大通1丁目　　0164-62-6291

高本水産
　 羽幌町北大通1丁目　　0164-62-2011

羽幌町で
水産加工品が
買えるお店

道の駅 ほっと♡はぼろ 　 羽幌町北3条1丁目 はぼろ温泉サンセットプラザ内　　0164-62-3800

-&-'
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4
月

2014年4月・5月イベントカレンダー「るもい食
く ら ぶ

楽歩」

留萌市の街並みを一望できる
景勝地。景食ハウスでは留萌
管内の食材を使った美味しい
メニューも味わえる。

千望台休憩施設及び
レストラン「景食ハウス」
オープン

留萌市 26日㈯

場所／千望台　問合せ／0164-42-0569

日本海や暑寒岳を望みながら
の浜焼き（バーベキュー）は格別。
留萌の夕陽色を彷彿とさせる
オロロンラーメンもある。

礼受牧場畜産館「トリム」
オープン留萌市 26日㈯

場所／礼受牧場　問合せ／0164-43-0964

道北随一？！安価な乗馬ス
ポット。本格的な乗馬体験が
可能で、初心者にはスタッフ
が手綱をを引く「引き馬体験」
もできる。

天塩ふれあい観光牧場
オープン天塩町

29日㈫
↓

5月3日㈯

場所／天塩ふれあい観光牧場　営業日／土・日・祝日
問合せ／ 01632-2-3061

『日本一の落陽』が見られる
留萌市の絶好のビュースポッ
ト。周辺の岩場では磯ガニ釣
りも楽しめる。

黄金岬海浜公園
オープン留萌市 26日㈯

場所／黄金岬
問合せ／ 0164-43-6817（留萌観光協会）

明治時代から残る重要文化
財。建物見学ほか、増毛の民
話・影絵紙芝居などのイベン
トあり。

旧商家丸一本間家 
開館増毛町 25日㈮

場所／旧商家丸一本間家　問合せ／0164-53-1511

5
月

風のみえるマチ苫前町の山間
にある緑ヶ丘公園で春を感じ
てみませんか？

古丹別緑ヶ丘公園
桜まつり苫前町 11日㈰

予定

場所／古丹別緑ヶ丘公園
問合せ／苫前町観光協会　0164-64-2212待ち遠しい桜の便り！見ご

ろの桜を愛でて春を満喫！ 
・参加型ゲーム
・歌謡ショー

第23回
しょさんべつ桜まつり初山別村 17日㈯

予定

場所／東山樹園（有明）
問合せ／初山別村観光協会　0164-67-2211 地元産のものを使った加工品

や、山菜ごはんなど食べ応え
あり！ ゲームや餅まき、山
菜の無料配布ほか。

富士見ヶ丘公園開き・
山菜まつり遠別町 18日㈰

場所／富士見ヶ丘公園
問合せ／遠別町観光協会　01632-7-2115重要文化財「旧花田家番屋」

を会場に、やん衆の息吹を今
に伝えるお祭り。おびら太鼓、
鬼鹿神楽、大漁宝引きなどの
催し物や大鍋三平汁を味わう
ことができる。

第32回 
鰊番屋まつり小平町 18日㈰

場所／旧花田家番屋前広場
問合せ／実行委員会（教育委員会内）
　　　　0164-56-9500　

特産品の甘エビや地酒の即
売、うまいもの屋台街などを
楽しもう！

増毛えび地酒まつり
2014増毛町

24日㈯
▼

25日㈰

場所／駅前歴史通り
問合せ／増毛町観光協会　0164-53-3332

展望ラウンジでのピアノのコン
サート（ラウンジカフェのみ有料）

ピアノラウンジコン
サート＆ラウンジカ
フェ

留萌市 11日㈰

時間／14：00～
場所／留萌市海のふるさと館
問合せ／ 0164-43-6817（留萌観光協会）

今年もゴールデンウイ
ーク恒例の増毛ノロッ
コ号が運行。目玉は留
萌の魚介類が味わえる
バーベキュー車両。

増毛ノロッコ号運行①増毛町
留萌市

26日㈯
27日㈰
29日㈫

ＪＲ北海道留萌本線 旭川ー増毛間
運行期間／4月26日㈯、27日㈰、29日㈫、
　　　　　5月3日㈯～6日㈫
問合せ／留萌駅トラベルセンター 0164-42-0749

今年もゴールデンウイ
ーク恒例の増毛ノロッ
コ号が運行。目玉は留
萌の魚介類が味わえる
バーベキュー車両。

増毛ノロッコ号運行②増毛町
留萌市

3日㈯
▼
6日㈫

ＪＲ北海道留萌本線 旭川ー増毛間
運行期間／4月26日㈯、27日㈰、29日㈫、
　　　　　5月3日㈯～6日㈫
問合せ／留萌駅トラベルセンター 0164-42-0749

留萌管内8市町村を舞台
に制作したドラマ仕立て
のWEBCM
『るもいであいました。』
好評配信中 !!

http://rumoiclub.net/webcm/WEBサイト▶ http://rumoifan.net/ororon8/WEBサイト▶
留萌管内発! 合体ロボCG動画配信中!!留萌管内発! 合体ロボCG動画配信中!!

留萌市海のふるさと館・
KAZUMOちゃん食堂
オープン

留萌市 26日㈯

開館時間 9：00 ～ 18：00
入館無料
【オープニングイベント】
・懐かしの留萌鑑賞会（無料）
11：00～13：00 春のお茶会（無料）
13：00～ ラウンジカフェ（無料サービス）
13：30～15：00 ラウンジコンサート（無料）
場所／留萌市海のふるさと館
問合せ／ 0164-43-6817（留萌観光協会）

この春、留萌管内を訪れませんか？留萌観光のことなら、留萌観光連盟へお問い合わせください。
『留萌管内８市町村の観光パンフレット』、『手書きまっぷ』、『るもい食楽歩』など各種観光資料もございます。
（郵送をご希望の方は、実費送料をご負担いただいております）
パブリックメディア型観光情報サイト http://www.rumoiclub.net/　留萌観光連盟　電話 0164-42-3871



稚内空港稚内空港

稚内市

宗谷本線

旭川空港旭川空港

道の駅 てしお

道の駅 富士見

道の駅 ☆ロマン街道しょさんべつ

道の駅
ほっと♡はぼろ
道の駅

風Wとままえ

道の駅 
おびら鰊番屋

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

日
本
海

羽幌沿海フェリー
（羽幌・焼尻・天売）
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宗
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線

深川

新十津川
滝川

鬼鹿

旭川市雄冬

古丹別

16.9㎞（約24分）

13.7㎞（約20分）

32.3㎞（約33分）

19.9㎞（約21分）

7.4㎞（約8分）

22.4㎞（約22分）

19.3㎞（約22分）

管内市町村間距離
天塩町

初山別村

遠別町

羽幌町
苫前町

小平町

留萌市

増毛町

天塩町

遠別町

羽幌町

初山別村

小平町

留萌市

増毛町

幌富バイパス

豊富バイパス

苫前町

留萌本線

名寄

深川留萌自動車道

TEL（0164）42-3871 ・ FAX（0164）42-2200発行・編集 【事務局】北海道留萌市船場町2丁目 JR留萌駅2Ｆ （株）エフエムもえる内留萌観光連盟

http://rumoiclub.net
るもい食楽歩
パブリックメディア型観光情報サイト

朝の情報番組内で北海道内５局に
留萌のイベント情報を発信中！http://rumoifan.net/

るもいファンクラブ
るもいの魅力を伝えるメンバー募集中!! FMもえる 76.9M㎐

アクセス情報 留萌管内のアクセス案内

沿岸バス㈱ 羽幌本社ターミナル
TEL 0164ｰ62ｰ1550
留萌営業所
TEL 0164ｰ42ｰ1701

札幌市▶増毛町
●海沿い:国道２３１号経由  １１５km（２時間２９分）

札幌市▶留萌市
●国道２７５号経由　　　　１３６km（３時間５分）
●道央道～深川留萌自動車道（留萌大和田ＩＣ）経由
　　　　　　　　　　　　　１５６km（２時間７分）

新千歳空港▶留萌市
●道央道～深川留萌自動車道（留萌大和田ＩＣ）経由
　　　　　　　　　　　　　１９０km（２時間２０分）

旭川市▶留萌市
●国道１２号経由　　　　　　７８km（１時間３９分）
●道央道～深川留萌自動車道（留萌大和田ＩＣ）経由
　　　　　　　　　　　　　　９２km（１時間２０分）

稚内市▶天塩町
●海沿い:道道１０６号経由  　６８km（１時間８分）
●幌富バイパス経由　　　　　７１km（１時間８分）

フェリー TEL 0164ｰ62ｰ1774
FAX 0164ｰ62ｰ5231

バ　ス 留萌ターミナル
TEL 0164ｰ42ｰ2073
札幌ターミナル
TEL 011ｰ231ｰ0500

自動車・バイクの道路アクセス

J　 R TEL 0164ｰ42ｰ0640

てんてつバス㈱ TEL 0164ｰ42ｰ0620

ＪＲ留萌駅

北海道中央バス㈱

羽幌沿海フェリー㈱

MAPエリア
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札幌
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